
【環境測定技術領域】                            
 

1 

別添１ 

水中油モニタの技術概要 

技術概要 

技術の仕様・製品

データ 

【概要】 

●本技術は、半導体ガスセンサを用いた水質測定技術である。 

●本技術は、水に含まれる油（VOC、HC）を低レベル濃度から測定できる装置である。 

●地下水・工場排水・河川水等の油汚染を検出・監視することができる。  

●本技術は、飲料水や工業用水の取水ラインでの油汚染水の流入監視に役立つ。 

●工場の排水ラインからの油流出を監視することもできる。 

●大雨による流域貯蔵燃料油の流出・漏出による河川への汚染を監視すること、船舶や鉄道、

トラック車両などの事故による油流出の河川汚染監視にも役立つ。  

 

【仕様】 

●測定範囲：水中 1 ～ 500 ppb （トルエン換算）  

●測定精度：±10 %  

●再現性精度：±2 %  

●サンプリング周期：2秒  

●出力：4～20 mA  

●動作温度：0～40 ℃  

●サンプル温度：2～35 ℃  

特徴・長所・セー

ルスポイント・先

進性 

【特徴・使用の範囲】 

●測定センサが直接被検液（排水等）に触れることがないため、センサ部のクリーニングが不

要である。 

●メンテナンスが容易で長期間測定できる。 

●水質の汚れ、濁り、浮遊物質の影響を受けない。 

●設置は簡単なプロセスであり、機器を接続して電力を供給し、監視対象の流路に吸水管を固

定することで設置は完了する。非常に簡単に設置できるが、防爆仕様ではない。  

 

【新規性・先進性・類似技術による比較】 

●IER法（干渉増幅反射法）を使用した工場排水等を間欠的に自動採水した後に、加熱・気化

（曝気）により水中溶存VOCを気化させて、VOC濃度を監視する間欠連続式水中VOCモニ

タ装置がある。 

●しかし、測定濃度範囲が高く、本技術（低濃度計測用）と単純に測定値を比較評価は困難で
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ある。比較には当該試料水を取水して分析機関（外部）で測定した結果と比較することにな

る。  

●類似技術との比較評価 

・検出時間  

本技術   ◎継続的、2秒ごとの新しい読み取りが可能  

他社技術  〇水サンプルの採取から排出までのサイクルには約20分かかります  

（きれいな水での洗浄プロセスも考慮した場合、約40分）  

・検出範囲（測定範囲）  

本技術   ◎1 ～ 500 ppb（μg/L）（トルエン換算）   

他社技術  △ 0 ～ 10 ppm（mg/L）または0 ～ 100 ppm（mg/L）  

技術の原理 ●ヘンリーの法則を利用して、測定溶液中の揮発性成分を半導体ガスセンサで計測するこ

とで溶液中の濃度を計測することができる。 

●この方式は、測定センサが直接被検液（排水等）に触れることがないため、長期間安定的

に計測できる利点がある。 

●本技術は、水に溶解した低濃度の炭化水素を測定する。また、脂肪族炭化水素と芳香族化

合物の両方の炭化水素を検出する。  

技術の開発状況 

・納入実績 
日本国内での販売実績なし。海外では納入実績あり。 

環境保全効果 本技術は、飲料水用の水源（上水）や下水処理場（下水）などからの油汚染を検出・監視をし、

水質環境の保全に資する技術である。  

副次的に発生す

る環境影響 

●良い影響 

・本技術は、測定に試薬などを一切使用することがないため、測定した水をそのまま元に戻す

ことができ、排液処理などの費用がかからない。  

・本技術は、センサ部が直接被検液に触れることがないため、センサ部が汚染されず、汚れが

付着することもないため、部品交換頻度やメンテナンス費用が少なく、長期的に低コストで

使用することができる。  

●悪い影響 

 特になし 

実証項目（案） 

及びコスト概算 

本技術は、「試験データ取得による実証」を希望している。 

※既存データを用いた実証となる場合がある。 

※以下に記載の実証方法及び実証項目等は、申請者の希望する方法並びに項目であり、実証

機関候補者との調整（マッチング）により、確定する。 

 

以下に試験概要、技術的条件、試験期間、試験場所、実証項目及びコスト概算を示す。 

 

【試験概要】 

●本技術は、半導体ガスセンサを用いた水質測定技術であり、地下水・工場排水・河川水等の

油（VOC、HC）汚染を検出・監視することができる。 

●本試験では、水中の VOC に対して、試験対象装置の測定性能を検証することを目的とする。  

●評価に用いる水質項目はトルエンとし、純水や河川水をベースとした既知試料を調製し、JIS

等の測定方法で測定した結果と比較して評価する。 
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●本技術は、河川等の汚染を監視することを想定していることから、河川水中の夾雑物質によ

る測定への影響を確認するため、試験は河川水でも実施する。 

●試験に供する河川水は、生活雑排水や工場排水が流入する都市河川で採取し、1種類とする。

採取した河川水は、水中に元々含まれているVOCの影響を除くため、1週間ばっ気してVOC

を揮発させてから試験に用いる。 

●なお、試験は、室温を 23 ℃に保った試験機関の試験室内で実施する。  

 

【技術的条件】 

技術的条件はなし。  

 

【試験期間】 

3 ヶ月程度  

 

【試験場所】 

記載あり 

 

【実証項目・分析及び測定方法・実証する性能を示す値】 

以下のとおりである。 

実証項目 分析及び測定方法 実証する性能を示す値 

機器性能の確認  

バックグラウンド試験  

●本技術に純水及び河川

水を供給し、ゼロ点を確

認する。  

●試験に供した純水及び

河川水をガスクロマト

グ ラ フ 質 量 分 析 計

（GC/MS）で測定し、試

験対象装置の測定結果

と比較する。  

測定値：0 ～ 30 ppb以内  

既知の濃度サンプルによる

測定精度試験  

●既知濃度の水溶液（純水

及び河川水）をトルエン

濃度で4種類（50 μg/L、

100 μg/L、200 μg/L、500 

μg/L）作成し、測定する。  

●試料水採取経路及び装

置内のタンク等へのコ

ンタミ影響を避けるた

め、各濃度測定の後、純

水を供給してゼロ点に

復帰することを確認後、

次の濃度の測定を行う。 

●GC/MS で測定した結果

と比較する（検量線を作

成し、直線性等も評価す

る）。  

GC/MS測定値と比較：±20 %以

内 

既知の濃度サンプルによる

測定再現性試験  

●試験対象装置による測

定精度試験と同じトル

エン濃度（50 μg/L、100 

再現性精度：±2 %以内  
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μg/L、200 μg/L、500 μg/L）

の水溶液（純水及び河川

水）の3回の繰り返し試

験を行う。  

●試料水採取経路及び装

置内のタンク等へのコ

ンタミ影響を避けるた

め、各濃度測定の後、純

水を供給してゼロ点に

復帰することを確認後、

次の濃度の測定を行う。 

●GC/MSで測定した結果

と比較する。  

 

【コスト概算】 

 記載あり 

自社による試験 

方法及びその 

結果 

 

●自社（第 3者機関）による試験を実施し、以下の結果が得られた。 

試験方法 GC/MSを用いた本技術との測定値比較試験 

試験結果 良好 

運転条件 別添資料にて記載あり 

試験実施日 2020年3月4日 

試験実施場所 スロベニア 

責任者 記載あり 

試験機関名称 スロベニアの国立健康・環境・食品研究所（第3者機関） 
 

 


